
１．実験概要、留意すべき事項

２．今年度の実験内容、実験結果
【共同配送による荷捌き車両の集約化】
①旅行速度、交通量、駐停車時間を調査
⇒旅行速度：向上している区間が多い
⇒自動車交通量は5%減少
⇒荷捌き車両の駐停車時間は大幅に減少

②違法駐車車両台数を調査⇒実験期間中は12%減少
③実験参加店舗、事業者へアンケート調査
⇒賑わい創出：変化を感じなかった（70%）、
継続して実施することが必要

④荷捌きルールの認知
⇒のべ196台（うち荷捌き車両168台）に声かけを実施

• 本市及び沖縄県の観光の顔である国際通りにおける深刻な渋滞の主な原因となっている駐停車車両の約
7割を占める荷捌き車両の対策として、共同配送を実施し、渋滞緩和効果を検証することで、その実現可能
性、持続性、拡張性について検証する。

• 地域における荷捌き場ルールの策定促進や荷捌き場の整備、設置等につながること。
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広報用チラシ

荷捌き車両の駐停車時間

荷捌き駐車許可区間

車両横断幕、路面ステッカー自動車交通量の変化



３．次年度の実験内容
実験メニュー 実験内容

共同配送による荷捌き車両の集約化 • 渋滞緩和を検証するために、旅行速度調査、自動車交通量調査、荷捌き車両の
駐停車時間調査を実施

• 違法路上駐車を削減するために、駐停車車両の調査を実施
• 実験参加店舗へのアンケート調査を実施
• 実験参加店舗、配送担当当事者、卸売り業者等へのアンケート調査を実施
• 店舗ごとの荷捌き車両台数調査を実施

違法駐車車両に対する声掛け • 荷捌きルールを周知するために、配送担当事業者、卸売り業者へのアンケート
調査を実施

看板、路面ステッカー等による周知 • 荷捌きルールを周知するために、配送担当事業者、卸売り業者へのアンケート
調査を実施
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４．次年度以降のスケジュール

➢ 令和２年４～１０月：参加店舗募集、関係機関調整
➢ 令和２年１０月：社会実験（第２回）の実施
➢ 令和３年度以降：国際通り全体を共同配送の対象として展開

５．評価
• 次年度の社会実験に向けた実験計画が具体化されており、次年度も継続して実験を行うことが妥当と考

える。

新型コロナの影響により、
スケジュールを見直し中

R2年度は、一旦中止
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意見 意見に対する検討、対応方針

物流、運輸関係の業者にヒアリングを行い、その意見を踏まえ
た検討が必要である。

実験実施にあたり、参加店舗、製造メーカー、卸売業者等と調整を行い、共同配送システムや
ルール作りを行っていく。
次年度においては、運送事業者も含めた実証実験としていることから、運送事業者も含めた
調整を行う。

時間帯で道路空間の使い方を変える（例えば、午前中は荷捌き
を優先、その他は歩行者優先）など、時間帯ごとの空間の使い
方を検討することが必要である。

今回の実証実験の結果を踏まえ、時間帯による使い分けや道路空間の再配分等様々な手法
について検討を行いたい。

荷捌き許可区間については、分かりやすくする工夫が必要であ
る。

道路を管理している沖縄県と調整を行いたい。

今回の実証実験により、荷捌き許可区間の周知徹底が図られ
れば、荷捌き許可区間の取り合いになる可能性がある。共同配
送車両が駐車できないといったことがないように、対応を検討す
る必要がある。

次年度の実施に向けて検討したい。

国土交通省の「道路に関する新たな取り組みの現地実証実験」
を活用しての社会実験であるため、道路に設置した看板等にそ
の旨を記載した方がいい。

次年度の実施では看板等に記載する。

６．意見と検討、対応方針


